
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

一
、
調
査
研
究
概
況

Ａ
　総
合研
究

１
　平
城
宮
跡発
掘
調
査

平
城
宮
跡発
掘調
査
部

本年
度
は第
1
6
～
2
3
次の８
回
に
わ
たって
調
査
を
おこ

なっ
た
。（
本
文１１一
頁・
3
0
頁
参
照）

２
　西
大
寺
調
査

美術工
芸研
究
室

本年
度
は
従来
の
各
部
門
の
総
合調
査
の
成果
を
検討
す

７
　そ
の
他
の調
査

伊
勢市
教
育
委
員
会の
要
請
に
も
と
づき
、同
市
等観
寺

不
動
院
な
ど６
ヶ
寺
につ
いて
共同
調
査
を
おこ
なっ
た
。

―
　歴史研
究室

工
芸
作
品の
分
野
は
広
い
。工
芸
作
品の
各分野
に
わ
た
　
　１
　仁
和
寺
所
蔵
古文
書
経
典
等調
査

つて
伝
統
的系
譜
がた
ど
れ
る
もの
は
、
素
材で
あ
り
、

技
術で
あ
り意
匠で
あ
る。
前
年よ
り引
続
き意
匠
の面

に
於て
こ
れ
を
調
査研
究
して
い
る
。

３
　上代
絵画
の研
究

上
代
絵画
の
現
存
作
例の
うちで
重要
な
位置
を
し
め
る

堂塔
壁画
につ
いて
、
その
技
法
に
主
とし
て
留
意
しつ

つ
唐
招
提
寺
金
堂、
薬
師寺
東
塔
、室
生
寺
食
堂
、そ
の

他中
世
寺
院の
諸
例
を調
査し
た
。

ると
と
も
に
、
叡尊研
究
と
関
連
させて
絵画
部門で
は
　
　４
　南
都仏
教
絵画
の研
究

算
師堯
尊
の研
究
、彫
刻
部門
で
は
善派
仏
師の
研
究
、

工
芸
部
門で
は
叡
尊舎
利
塔
の研
究
を
す＆
め
た
。
な
お

こ
れ
にと
も
なっ
て
、南
都
教
学
の
背景
を検
討
す
る
た

め
に
、
笠置
寺
の
調
査
もあ
わせて
行っ
た
。（
本
文
1
5

頁
参照
）

Ｂ
　各
個研
究

１
　美
術工
芸
研
究
室

１
　舎
利
塔の
様
式的研
究

前
よ々
り
引
続
き
舎利
塔
の
様
式的
研
究
を
行って
い

る
。一
応
、調
査
を
終っ
た作
品
は公
表し
た
。
さ
らに

遂
次公
表の
準
備
を
進
めて
い
るが
、
今回
は
、
舎利
塔

と
宗
団
と
に特
種
関
係
が見
ら
れ
るか
、
ど
う
か、
その

点に
検
討
を
加えて
み
た
。

２
　美
術工
芸
作品
の
伝
統
的
系譜
の研
究

奈
良国
立文
化
財研
究所
要
項

教
学
的
背景
と
絵
師の
問
題
を中
心
に
、中
世
仏
教絵
画

の
諸
相
を研
究
す
る
もの
で
、
本
年
度
は
東大
寺
、
秋
篠

寺
、円
照
寺
など
奈
良
市内
3
0
余
寺の
寺
院調
査
を中
心

に
、
資
料
収
集
を
おこ
なっ
た
。

５
　仏
像
納入
文
書集
成
の調
査
研
究

本年
度
は
峯
定寺
釈
迦
如
来
立像
、
大
蔵
寺
地
蔵菩
薩

坐
像
、
春覚
寺
地
蔵
菩
薩
立像
、西
方
寺
薬師如
来
立像
な

ど
につ
いて
調
査
を行
い
、
ま
た
収
集
資料
の
整
理
、検
討

をし
た
。（
本
文
2
0
頁
参
照
）

６
　奈
良様
彫
刻
の研
究

南
都
造
像
史研
究
の一
環
として
奈
良
様彫
刻の形
成
と

そ
の
伝
流
につ
いて
調
査研
究
す
るも
ので
、
本年
度
は
秋

篠
寺
、法
華
寺
、大
安
寺
、
海
竜王
寺
、
白
毫
寺
、東
明
寺

河
内
竜
泉寺
等の
諸
像
を調
査し
た
。

昭
和
3
3
年
度
以
来
継
続
し
て
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
現
在

仁
和
寺
の
古
文
書・
経
典
は
霊
宝
館・
御
経
蔵・
塔
中
蔵
の

３
ケ
所
に
収
め
ら
れて
い
る
が
、
霊
宝
館・
御
経
蔵
の
調
査

は
完
了
し
、
目
下
塔
中
蔵
の
調
査
に
着
手
し
て
い
る
。
3
9
年

度
の
調
査
を
含
め
て
塔
中
蔵
収
納
聖
教
の
中
、
８
割
余
を
調

査
し
え
た
が
、
聖
教
の
他
に
多
数
の
版
本・
外
典
の
類
が
あ

り
、
4
0
年
度
以
降
も
継
続
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
　秋
篠
寺
本
堂
小
屋
裏
発
見
木
札
の
調
査

完
形
品
、
断
片
合
せ
て
多
数
の
木
札
が
発
見
さ
れ
た
。
そ

の
整
理
接
合
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
数
は
に沼
点
と
な
っ

た
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
史
料
的
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
か

ら
、
詳
細
を
本
文
中
に
掲
げ
た
。（
本
文
４
頁
参
照
）

３
　薬
師
寺
収
蔵
庫
建
設
地
発
掘
調
査

薬
師
寺
が
昭
和
4
0
年
１
月
１１一
日
か
ら
３
月
６
日
に
か
け
て

同
寺
講
堂
北
東
、
現
本
坊
前
面（
東
方
部
）
及
び
養
徳
院
前

面
西（
西
方
部
）
水田
に
収
蔵
庫
を
建
設
す
る
た
め
発
掘
調

査
を
行
っ
た
の
で
、
歴
史
及
建
造
物
研
究
室
が
指
導
し
た
。

調
査
の
結
果
、
西
方
部
に
は
整
地
層
が
み
ら
れ
、
ト
レ
ン
チ

内
に３
棟
分
の
柱
列
及
び
井
戸
３
基
、
土
拡
数
ケ
所
を
検
出

し
た
。
東
方
部
は
、
整
地
層
が
み
ら
れ
ず
、
井
戸
２
基
を
検

出
し
た
の
み
で
、
建
築
遺
構
は
全
く
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
東
方
部
南
の
排
水
溝
に
堀
立
柱
が
出
土
、
南
方
部

に
遺
構
が
予
想
さ
れ
た
。
西
方
畆
の
遺
構
及
び
井
戸
は
、
出
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

土
遺
物
よ
り
平
安
未
、’、鎌
倉
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

４
　鳥
羽
離
宮
発
掘
調
査

歴
史研
究
室
と
建
造
物
研
究
室
と
は
、
昭
和
3
9
年
２
・
３

月
に
わ
た
り
、
京
都
府
文
化
財
保
護
課
が
行
っ
た
鳥羽
離
宮

跡
発
掘
調
査
に
指
導
協
力
し
た
。
前
年
度
に
出
し
た
苑
路
と

池
汀
と
の
南
方
で
、
桁
行
７
間
、
梁
間
３
間
、
周
囲
に
縁
側

を
と
り
め
ぐ
ら
し
た
建
物
の
痕
跡
と
西
北
隅
に
廊
ら
し
い
建

物
の
と
り
つ
い
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
、
こ
の
建
物
の
東・

南
に
庭
園
の
あ
る
こ
と
、
去
年
の
池
汀
は
こ
の
建
物
を
東
か

ら
南
へ
と
、
と
り
かこ
ん
で
い
るこ
と
が
わ
かっ
た
。
そ
し

て
こ
の
建
物
跡
か
文
献
上
の
鳥羽
南
毆
の
証
金
剛
院
御
堂
と

推
定
し
た
。

Ⅲ
　建
造
物
研
究
室

１
　解
体
修
理
に
伴
う
調
査

余
良
県
教
育
委
員
会
に
協
力
し
て
、
興
福
寺
北
円
堂・
法

隆
寺
綱
封
蔵
の
遺
構・
遺
跡
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

２
　秋
篠
寺
本
堂
の
調
査

秋
篠
寺
本
堂
の
遺
構
に
つ
い
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

（
本
文
１
只
参
照
）

３
　奈
良
市
内
古
民
家・
古
社
寺
の
調
査

奈
良
市
教
育
委
員
会
の
依
頼
に
よっ
て
、
不
退
寺
南
門
、

多
宝
塔・
本
堂
な
ど
や
、
奈
良
市
内
の
古
民
家・
古
社
寺
の

調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

４
　小
堀
遠
州
造
営
関
係
資
料
収
集

小
堀
遠
州
の
造
営
に
関
す
る
資
料
収
集
は
、
従
来
各
種
の

方
法
に
よ
り
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
度
は
主
と
し
て
次
の
よ

う
な
調
査
を
行
っ
た
。

ａ
遠
州
の
書
状
に
よ
り
作
事
に
於
け
る
伝
遠
州
参
劃
の
可

能
性
を
究
明
し
た
。
殊
に
公
儀
準
公
儀
の
作
事
に
関
し

て
は
、
そ
れ
が
賦
役
的
役
割
に
す
ぎ
な
かっ
た
か
、
或

は
技
術
的
な
面
で
設
計
の
み
に
た
づ
さ
わっ
た
も
の
か

或
は
し
ば
し
ば
現
場
に
出
掛
け
て
施
工
を
指
導
し
た
も

の
か
な
ど
を
調
べ
た
、
例
え
ば
京
都
南
禅
寺
金
地
院
、

近
江
の
水
口
城
、
江
戸
品
川
御
茶
屋
、
大
和
の
興
福
院

の
場
合
の
如
き
で
あ
る
。

ｂ
茶
道
具
の
添
書
状
や
附
属
品（
額
や
風
呂
先
屏
風
な
ど
）

に
より
、
そ
の
茶
道
具
が専
属し
て
い
た
茶
座
敷
の

名
称
やそ
の
使
い方
の
推定
。例
え
ば
於
大
名
と
転

合
庵
、
転合
庵
専用
の
風
呂
先
屏風
と
養
保庵
と
の
関

係
、
転合
庵
の
制札
な
ど。

Ｃ陽
明
文
庫
蔵茶
座
敷の
起し
絵
図
、松
屋
会
記
、
甫公

伝
書
茶湯
秘抄
其
の
他茶
書に
掲
げ
ら
れた
茶
座
敷の

平
面
や
立面
を孤
篷
庵
蔵茶
点
無尽
蔵
など
の
寸
法
と

比
較
検討
す
る
。

ｄ
寛
文５
年
か
ら元
締
1
4
年
まで
の
間
に
、尼ヶ
辻
か
ら

現
地（
奈
良市
法
蓮
）
に
移
さ
れた
興
福
院の
建
築の

うち
、
本
堂
、庫
裡
及
び四
脚
門
の
構
造及
び関
係
古

文
書
を
調
査し
、
そ
れ
らの
建
物
がす
べて
幕
府
の
寺

社
奉
行
及
び郡
山
城
主
諒
解の
上で
、
準公
儀
作
事
と

して
行
わ
れ
、本
堂
に
は
遠州
揮毫
の扁
額（
紙
本原

本
も同
寺
所
蔵）
があ
るこ
と
、本
堂
供
養
に当っ
て

遠州
が奉
行（
世
話
役
）
と足
軽
数
名
派
遣して
い
る

こ
と
、四
脚
門
は
本堂
と同
じ
矢田
村
大工
作右
衛
門

な
どで
あ
るこ
と
など
が判
っ
た
。

５
　竜
泉寺
庭
園
実測
図

大阪
府
富旧
林
市字
黽
泉
の
、
嶽山
山
腹
に
あ
る黽
泉
寺

は
、
南
北
朝
時
代
に
楠
氏
が
山
項
に
城
を
構
え
、
そ
の
後
、

後
付
上
天
皇
も
時
折
訪
ね
ら
れ
た
由
緒
あ
る
古
跡
で
あ
り
、

且
つ
赤
坂
千
早
の
城
跡
や
金
剛
葛
城
連
山
の
眺
望
地
点
と
し

て
も
す
ぐ
れ
た
景
勝
地
で
あ
る
。
山
麓
の
湧
泉
は
大
昔
か
ら

著
名
で
あ
り
、
同
寺
流
記
資
財
帳
案
、
氏
人
連
署
解
状
案（

春
日
神
社
文
書
写
）
な
ど
に
よ
る
と
蘇
我
大
臣
が
開
い
た
古

刹
の
あ
と
と
伝
え
る
。
南
楼
門（
重
文
）
は
鎌
倉
時
代
の
建

立で
、
東
西
に
阿
吽
の
仁
王
像（
建
治
元
年
紀
銘
）
を
安
置

し
て
い
る
。
本
堂（
元
金
堂
跡
）
と
南
楼
門
と
の
中
間
、
両

者
を
結
ぶ
線
上
の
東
寄
り
に
あ
る
小
基
壇
上
に
、
塔
心
礎
ら

し
き
礎
石
が
あ
り
、
そ
れ
と
対
称
の
位
置
に
も
土
壇
が
あ
り

曽
て
の
東
西
両
塔
跡
か
と
思
わ
れ
る
。
庭
園
は
本
堂
の
西
方

に
展
開
し
て
い
る
。

古
社
寺
の
浄
土
式
池
庭
は
、
主
に
祠
堂
前
面
に
布
置
さ
れ

る
の
が
例
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
側
背
面
に
配
置
さ
れ
て

い
る
の
は
、
湧
泉
の
位
置
と
、
そ
の
清
水
と
、
そ
れ
よ
り
の

流
水
を
東
側
堰
提
の
構
築
に
よ
っ
て
湛
え
た
園
池
が
、
堂
塔

配
列
以
前
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
池
水

は
そ
の
西
北
隅
か
ら
湧
出
す
る
水
脈
に
よ
っ
て
涌
養
さ
れ
、

そ
の
さ
し
わ
た
し
、南
北
6
3
m
東
西
4
4
m
、水
面
は
約
１５０ＣＴｅ

現
在
そ
の
中
に
南
北
ほ
一ゞ
列
に
並
ぶ三
個
の
中
島
が
あ
り

中
央
が
最
大
、
本
堂
西
側
か
ら
木
橋
を
かけ
、
他
の
小
島
に

は
中
央
の
島
か
ら
巾
狭
い
橋
で
つ
な
い
で
い
る
。
弁
才
天
、

叱
天
、
聖
天
の
三
社
か
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
に
は
寛
文

９
年
に
書
か
れ
た
古
図
が
あ
る
が
、
現
況
と
あ
ま
り
変
っ
て

い
な
い
。
南
北
朝
時
代
を
降
ら
な
い
庭
園
遺
跡
と
推
定
さ
れ

重
要
な
文
化
財
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

６
　奈
良
市
内
に
お
け
る
庭
園
調
査
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従
来
詳
細
な
調
査
の
す
ん
で

い
な
い
奈
良
市
内

の
古
庭
園

の
う
ち
、
仏
池
院
跡
（

善
阿
弥
作
庭
・
現
知
事
公
舎
）
、
摩

尼
珠
院
（
中
山
製
鋼
用
地
）
な
ど
中
吐
庭
園
遺
跡
が
雪
消
沢

―
緑
ヶ
池
水
系
上
に
あ
る
’
』と
、
小
堀
遠
州
ら
が
肝
煎
し
て

尼
ヶ
辻
に
創
建
し
、
寛
文
５
年
以

降
現
在
地
に
移
っ
た
興
福

院
の
現
況

な
ど
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｃ
　
研

究
発
表

Ｌ
　

昭
和
3
9年
５
月
1
6日
（

於
本
所
）

昭

和
3
8
年

度

に
お
け

る
ｆ

城

宮

の
調

在

文

化

財
と

写

真

測
量

2
.
　
昭

和
3
9
年
‥
1
1
1
1

一
月

７

日

（

於

本

所
）

天

平

の
木

画

師

に

つ

い
て

吠

篠
寺

の
寺

地

と
建

築

に
つ

い
て

最

近

の
平

城

宮

跡

の
発

振

調

査

に

つ

い
て

3
.
　
昭

和
3
9
年

９

月
５

日
（

於

現

地

）

平

城

宮
跡

発

掘

調

査

（
朱

雀

門

跡

お

よ

び

第

二

次
内

裏

北

辺

）

縦

告
会

4
.
　
昭

和
4
0
年

２

月
1
3
日
（

於
現

地

）

平

城

宮

跡
第
2
1
・
９９一
次
発

掘
調

査

報

告

会

沢
付
　
仁

牛
川

喜
幸

平
田
　
寛

鈴
木
　

充

河
原
純
之

岡
田
茂
弘

本
村
豪
尽

鈴
木

八
賀

充晋

二
　

組
　
　

織

Ａ
　

文

レ
、
財

保

護

去
　

抜

萃

昭
和
二
十
五
年
五
月
三
十
日

イ
　
　

一一一一
・一
ｙ
　
　
　

（

法
律
第
ニ

ー
四
号
　
　
　

）

第
二

十

条
　

委
員

会

の
附

属

機

関

と
し

て

文
化

財
専

門

審

議

会
、

国

立

博

物
館

及

び
国

立
文

化

財

研

究

所

を
置

く

。

第

二
十

三

条
　

国

立
文

化

財

研

究

所

は
、

文

化

財

に

関

す

る

調

査
研

究

、

資

料

の
作

成

及

び

そ

の
公

表

を

行

う

。

２

国

立
文

化

財

研

究

所

の
名

称

及

び
位

置

は
、

左

の

通

り

と

奈

良

国

立

文
化

財

研

究

所
要

項

Ｄ

昭
和
3
9年
度
文

部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研

究

一聞
ｎ　 巾

矜　本　　 世
時　 古　　に
代　代　 於　研
仏　の　　け
堂　 手　　 る　究
の　工　 寺
構　業　 ｌ院 課
架　 技　 旧制

と　 術　仏度 題
野　に　 教の
小　 関　系 研

屋 す　寺究

の　 る　
院

発 文　を
展 献　巾

的　心
研　に
究　 し

て
ｌ

-

各　 種

”　〃　 個
研
究　 類

-

工 狩　 旧　 研

藤 野　 巾　 究
担

圭　　　　　 当

章　 久　 唸　 者

-ｌ

ｌ　　　　　　 交

｜

付

金
。 ・　 Ξ
戸　Ｆ　 只

昌　呂　 呂
つ　つ　 ○
円　 円　 円

す

る

。
奈　東 ｜

良　 京　 名
国　国

立　 立
文　 文
化　 化

財　 財
研　 研

究　 究
所　 所

袮

奈　 東　 位

良　 京

市　 郤　置

３

国

立

文
化

財

研

究

所

に
は
支

所

を

置

く

こ

と

が

で
き

る

。

４

国

立

文

化

財
研

究

所

及

び

そ

の
内

部

組

織

は

、
委

員

会

硯

則

で

定

め

る

。

Ｂ
　

奈

良

国

立
文

化

財

研

究

所

組
織

規

程

昭
和
ニ
ト
七
年
三
月
一
。卜
五
日
　
）

（

文
化
財
保
護
委
員
会
規
則
第
五
廿

沿
革

昭
和
二
九
年
六
月
二
九
日
文
化
財
保
護
委
員
会
規
則
第
一
号
改
正

昭
和
二
九
年
九
月
一
五
日
　
　

″
　
　
　
　

第
二
号
改
正

昭
和
三
六
年
九
月
一
五
口
　
　

〃
　
　
　
　
　

第
三
号
改
正

昭
和
三
八
年
四
月
一
〇
日
　
　

″
　
　
　
　

第
四
号
改
心

昭
和
三
九
年
三
月

匸
一
日
　
　

″
　
　
　
　

第
一
号
改
正

昭
和
四
〇
年
三
月
三
一
日
　
　

″
　
　
　
　

第
二
号
改
正

（

奈

良
国

立
文

化

財

研

究
所

の
組

織

）

第

一
条
　

奈
良

国

立

文

化
財

研

究

所

の

所
掌

事
務

を

分

掌

さ

せ

る
た

め

、
庶

務

課

、

次

の
三

室

及

び
．ｔ

城

宮

跡

発

掘

調

査

部

を

置

く

。

美

術
工

芸
研

究

宰

建

造

物

研

究
宗

歴
史
研
究
室

２
　

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
に
、
そ
の
所
掌
事
務

を
分
掌
さ

せ
る
た
め
、
次
の
六
室
を
置

く
。

第
一
調

査
室
　
　
　
　

第
二
調
査
室

第
三
調
査
室
　
　
　
　

第
四
調
査
室

保
存
整
理
室
　
　
　
　

史
料
調
査
室

（
庶
務
課
の
所
掌
事
務
）

第
二

条
　
庶
務
課
に
お
い
て

は
、次
の
事
務

を
つ
か
さ
ど
る

。

一
　
別

に
文
化
財
保
護
委
員
会

か
ら
委
任

を
受
け
た
範
囲

に

お
け
る
職
人
の
人

事
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
公
文

書
の
接
受
及
び
公
印

の
管
守
そ
の
他
庶
務
に
関

す

る
こ
と
。

三
　

経
費
及

び
収
入
の
予

算
、
決
算
そ
の
他
会
計

に
関
す
る

四
　

行
政
財
産
及

び
物
品
に
関
す
る
こ
と
。

五
　

職
員
の
福
利
厚
生
に
関

す
る
こ
と
。

六
　
前
各
号
に
掲
げ

る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
所
掌

に
属
し
な

い
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。

（

美
術
工
芸
研
究
室

の
所
掌
事
務
）

第
三

条
　
美
術
工

芸
研
究
室
に
お
い
て

は
、
絵
画
彫
刻
、
工

芸
品
、
書
跡
そ
の
他
建
造
物
以
外

の
有
形
文
化
財
及

び
工

43



奈
良国
立文
化
財研
究
所
年
報

芸
技
術
に
関
す
る調
査研
究
並
びに
そ
の
結果
の
普
及

及
び活用
に
関
す
る
事務
をつ
か
さど
る。

（
建
造
物研
究
室の
所
掌
事
務
）

第四
条
　建
造
物研
究
室
に
おいて
は
、
建
造物
に
関
す

る調
査研
究
並
びに
その
結果
の
普
及
及
び活用
に
関

す
る
事
務
をつ
か
さ
ど
る
。

（
歴
史研
究
室の
所
掌
事務）

第
五
条
　歴
史研
究室
に
お
いて
は、
考
古
及
び史跡
に

関
す
る調
査研
究
並
びに
そ
の
結果
の
普
及
及
び活用

に
関す
る事
務
をつ
かさ
ど
る
。

（
平
城宮
跡
発
掘調
査
部の
六
室の
所
掌
事務
）

第
六
条
　第一
調
査
室
、第二
調
査
室
、第三
調
査
室及

び第四
調
査
室
に
お
いて
は、
所長
の
定
め
るとこ
ろ

に
よ
り分
担して
、平
城
宮
跡
の発
掘及
び調
査研
究

並
びに
その
結
果
の
普及
及
び活用
に
関
す
る事
務
を

つ
かさ
ど
る
。

２
　保
存
整
理室
に
おいて
は
、平
城
宮
跡の
遣構
及
遣

物
の
保
存
整理
及
び調
査研
究
並
びに
その
結果
の
普

及
及
び活
用
に
関
す
る
事
務
をつ
か
さ
ど
る
。

３
　史
料
調
査室
に
おいて
は
、平
城
宮
跡
に
関す
る史

料
の
収
集
及
び調
査
研
究
並
びに
そ
の
結
果の
普及
及

び活用
に
関
す
る
事務
をつ
か
さど
る。

（
所
長
）

第
七
条
　奈
良国
立文
化
財研
究所
に所
長
を置
く
。

２
　所
長
は、所
務
を総
理
す
る
。

附
　
　
　
則

こ
の
規則
は、
昭
和四
十
年四
月一
日
か
ら
施
行
す
る
。

三
　研
　究
　成
　果
　刊
　行
　物

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報

昭　　　　　昭昭昭　昭　昭昭昭昭　昭
和　　　　　和和和　和　和和和和　和

年
38　　　　37 36 35　34　33 32 31 3029
年　　　　　年年年　年　年年年年　年度　　　　　度度度　度　度度度度　度度一

第　第第第第第第第第第第第第第第第輿 琵けサ 十九八七六五四三二一

潸　潸潸潸潸潸冊潸潸潸潸
冊冊潸潸冊

名
平　平７寝巧院平川文興中飛奈文修仏誡　城レ殿匠家誡原化福世鳥良化学師

｜宮　宮１造安建宮寺史寺庭寺時史院運
発
｜発ス系阿築跡発論食園発代論離慶

｜掘上掘－庭弥。Ｉ掘叢堂文掘僧叢宮。白調E4.調と園隗研。調　発化調坊　０研
異査衙査つの仏究伝査　掘史査の　復究地報地報金立快　飛報　調　報研　原
誡告誡告亀地慶　鳥告　査　告究　的
2Ⅲ2 11 舎的　　板　　報　　　　研調　調　利考　　蓋　　告　　　　究
や　亨　世察　宮
ｌ　　ｉ　　

。　　覧
関　　　　掘　　　　　　称
す　　　　調
る　　　　査研　　　　報究　　　　告 一

岡榧　岡坪守森小杉杉杉小坪森浅浅小森小田本　田井田　林山山山林井　野野林　林・・　・・公　　信・　・　　清　　　　剛
狩坪　狩鈴夫蘊剛三坪坪剛足蘊清清

・蘊剛担
野井　野木　　　　　井井

・　・　　・　・森
・・　。⌒　　　　　　・　・守鈴　杉鈴蘊
河田　河邑　　　　　鈴鈴ｍ木　山木・
原中　原

・　　　　　木木公嘉　信嘉杉

゛
⌒　　田　　　　　工’夫吉　三吉山
岩
芭　　中　　　　　　田・　　・　信　　、。
本
。　　⌒　　　　　苧中浜　　坪　三　　当
工　言　　　　　田⌒田　　井　・藤　　　　　　　中言　　　清　田
’`　工　　　　⌒工隆　　足　中U　・　　　　　?S苧み　　j，　凉
田　　田　　　　　岡田山　　木　・　　者
中　中　　　　　

甲中二　　嘉　田
箴　覓　　　　岩箴郎　　吉　中。　。　　　　本。　　　　　稔

昭
和
2
9
年
度

昭
和
3
0
年
度

昭
和
3
8
年
度

昭
和
3
9
年
度

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
史
料

第第第第
四三二一冊冊冊冊

南
無阿
弥
隧
仏作
善
集複
製

西
大
寺
叡
尊
伝記
集
成

仁
和
寺
史
料
　寺
誌
編一

俊
乗房
重源
史
料
集
成

小田小田林中林沢
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牛 鈴 沢 工 森 石 長 平 守 鈴 宝 脇 米 大 森 今 渡 中 西 岡 森 木 丹 井 岩 八 坂 緝 西 五 小　　 １
川 木 村 藤　 沢 谷 Ⅲ Ⅲ 木 来 野 山 西 田 四 辺 西 田 田 Ⅲ 寅 阪 上 本 幡 口 野 村 田 林　氏；

川　　　 三　 ゆ 朝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
喜　　 圭　 正　　 公 康 恵 京 う次　 正 衆 建 健 博 光 忠 信 政 次 狭 義　 県 次　　　 １
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卜
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